
● 項目の解説

● 当院の実績

単　　位 │ 件数

期　　間 │ 年間

備考

● 定　　義

ＤＰＣデータを元に算出した、医科診療報酬点数表における、「A302 新生児特定集中治療室管理料」及び
「A303-2 総合周産期特定集中治療室管理料（新生児集中治療室管理料）」を算定する新生児特定集中治療
室（ＮＩＣＵ）にて集中的に治療を行った実人数です（延べ人数ではありません）。

実数数 式 │

当院は、京都府周産期情報ネットワークに参
加していることもあり、近年は他院からの受け
入れが増加しておりましたが、令和３年度以降
は減少傾向にあります。

令和４年度国立大学病院平均値
 　　　　　　　　　　　 (100床あたり)　25.84人
(令和４年度当院　100床あたり　15.57人)

12 新生児特定集中治療室(ＮＩＣＵ)実患者数

新生児特定集中治療室（ＮＩＣＵ）とは、低体重児や早産児、先天性障害のある新生児を集中的に治療する病
床です。新生児集中治療専門の医師と看護師が、２４時間体制で保育器の中の新生児の治療にあたります。
病院内外から、重症の新生児を受け入れ、集中的な治療を行うことから、産科小児科領域の医療の「最後の
砦」ともいわれ、ＮＩＣＵ実患者数は周産期医療の総合力の高さを表現しているものといえます。

診療に係る項目
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